世煮込み令和元年度事業報告書

特定非営利活動法人　活動センターいっぽ　

Ⅰ　事業期間

　平成３1年4月1日～令和2年3月31日

Ⅱ　事業の成果

前年に引き続き、地域に住むしょうがい者の方々に豊かな日中活動を保証することを目標に平成２３年４月１日より実施している生活介護事業の運営をより発展させるべく、個別支援計画を充実させ、利用者に生き生きした人生を送る為の援助を進めてきた。トールペインティングによる木工製品つくりやビーズアクセサリー作りをその人の特性を踏まえて、援助し、レジ袋等のポリ袋をリサイクルして、バック等を作るポリフ作業も、個性的な作品が出来ている。創作活動の取り組みにも力を入れ、音楽療法にの機会も取り入れ、ますます活動を進めていきたいと思っている。
家庭に閉じこもることなく、規則正しい日中活動をすごして頂く事が出来た。17人の地域に住むしょうがい者の方が、地域とのふれあいを持ちながら充実した日々をすごせた。重度の身体障碍を持つ方に対して、１か月に１度、理学療法士の指導の下、生活の向上につながる動き等の指導を取り入れている。又、障害者共同生活援助事業（グループホーム・２か所）の運営では、介護者が高齢等で家庭での生活が困難になった重度のしょうがい者の地域での生活を支える事、と日中活動の保証に重点を置き取り組んだ。結果、支援している作業所との連携もうまく取れ、安定した日々を送れるようになってきた。又、障害者短期入所事業(空床型)は、障害者を持つ家庭の急な用事等に対応出来るよう３６５日体制で利用対応をした。結果、障害を持つ人の家族が緊急時に障害者本人を家庭で介護できなくなっった時の受け皿として機能している。
Ⅲ　事業の実施状況

　１　特定非営利活動に係る事業

（１）（事業名）　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス事業（指定生活介護事業）
　　　　（内　容）　　・地域に住むしょうがい者の方々にトールペインティングを初めとする創作的活動を継続的に体験していただき、楽しい時間を過ごすことが出来ている。又、数々の季節行事を企画し、重度の障がいを持つ方のレクレーション活動にも援助している。
　　　　（実施場所）　　東大阪市布市町四丁目1番32号　活動センターいっぽ

　　　　（実施日時）　　平成31年4月1日から令和2年３月３１日

　　　　（事業の対象者）地域に住むしょうがい者　（延べ　4112人）
　　　　　　　

　　　　（収　入）50,063,367　（介護給付費、利用料）
　　　　（支　出）44,973,600　　(人件費等、光熱水費、給食費等)
　
（２）　（事業名）　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス事業　　　　　　　　　　

（共同生活援助）
（内　容）　　介護者が高齢等で家庭での生活が困難になった重度のしょうがい者の地域での生活を支える為のグループホームです
　　　　（実施場所）　東大阪市布市町１丁目８番１０号及び東大阪市日下町４丁目３番４６号
　　　　（実施日時）　平成３1年4月1日～令和2年３月３１日
　　　　（事業の対象者）6名のしょうがい者（区分６、３名　　区分４、２名　区分３、１名）（延べ　1678人）
　　　　（収　入）　22,757,612　　　 (介護給付費、利用料)
　　　　（支　出）  24,216,556　　　　(人件費等、光熱水費、給食費等)

(３)　　（事業名）　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す　るための法律に基づく障害福祉サービス事業　　　　　　　　　　

(短期入所)・グループホームの空室を利用しての空床型

　　　（内　容）　障害者の介護が困難になった家庭において一時的に入所しての生活を支える為の短期入所事業です　(グループホームと一体で運営)
　　　　（実施場所）　東大阪市日下町４丁目３番４６号

　　　　（実施日時）　平成31年4月1日～令和2年３月３１日
延べ利用人数（357人）
　　　　（事業の対象者）1名のしょうがい者

　　　　（収　入）　　2,724,813　　　 (介護給付費、利用料) 
　　　　（支　出）　　　　(人件費等、光熱水費、給食費等)は、一体運営の為グループホームに含む
Ⅳ　社員総会の開催状況

（日　時）　令和元年5月17日　13時から16時

（場　所）　東大阪市布市町四丁目１番３２号 活動センターいっぽ会議室　

（社員総数）　17名

（出席者数）　15名（うち委任状提出者2名）

（内容）
　議長選任
定刻に、仮議長・津村隆史は開会を宣し、上記のとおり定款所定数を満たす正会員の出席があったので、本総会は有効に成立した旨を宣した。 

次に、本総会の議長を選任したい旨を述べ、その選任方法を議場に諮ったところ、満場一致をもって津村隆史が議長に選任され、津村隆史は議長承認のうえ議長席に着き、直ちに議案の審議に入った。

・　議事の経過の概要及び議決の結果
第１号議案　　議事録署名人の選任の件

議長より、議事録署名人には市村八重子、林光代の２名を選任したいとの提案があり、満場一致で承認された。

第２号議案　　平成３１年４月及び、令和元年度、事業計画及び収支予算について
平成３１年４月及び、令和1年度、事業計画及び収支予算について、資料提示のうえ議長津村隆史より詳細な説明が行われたうえ、その承認を求めたところ全員異議なく満場一致にて承認・可決された。
第３号議案　　平成３０年度、事業報告及び収支決算について
平成３０年度、事業報告及び収支決算について、資料提示のうえ議長津村隆史より詳細な説明が行われたうえ、その承認を求めたところ全員異議なく満場一致にて承認・可決された。
第4号議案　新規事業所拡充について

津村隆史理事より、特定非営利活動法人活動センターいっぽにおける中、長期計画案が示され、障害を持つ人の活動を今まで以上に幅広くサポートしていきたいとの理由から、新たに、職員の増員と相談支援センターの創設計画の説明があり、生活介護事業及び共同生活援助事業所の開所日数の増加を４月１日より開始した旨の説明があり、議事に付したところ満場一致にて承認・可決された。

第5号議案　風水害による修繕について
津村隆史理事より、30年9月の台風21号における屋上防水の修理および、壁面修理　　
を火災保険の保険金により実施する旨説明があり、7月より順次実施することを議事に付したところ満場一致にて承認・可決された。
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